
回
目
を
迎
え
る
初
夏
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト
『
ク
リ

12
ン
ソ
ウ
ま
つ
り
』
が
、
６
月

日
・

日
、
上
里
町

17

18

民
の
森
自
然
公
園
（
愛
称
・
ノ
ン
ノ
の
森
）
及
び
ラ

ン
プ
の
宿
・
森
つ
べ
つ
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

好
天
の
下
、
ゲ
ス
ト
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
や
町
内
の

芸
能
・
音
楽
愛
好
団
体
な
ど
が
日
替
わ
り
で
演
奏
す

る
森
の
音
楽
会
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー
、
各
種
体
験
、
ツ

リ
ー
イ
ン
グ
な
ど
様
々
な
催
し
が
二
日
間
に
わ
た
っ

て
行
わ
れ
、
町
内
外
か
ら
訪
れ
た
多
く
の
人
で
賑
わ

い
ま
し
た
。

ク
リ
ン
ソ
ウ
の
可
憐
な
花
が
見
ご
ろ
を
迎
え
た
散

策
路
で
は
、
家
族
連
れ
や
観
光
客
が
思
い
思
い
に
森

林
浴
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

第

回
ク
リ
ン
ソ
ウ
ま
つ
り
開
催

12
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た

▲クリンソウが咲く散策路

▲ノンノの森DE遊ぼう～各種体験

▲森の音楽会 「ホラネロ」の演奏

▲郷土芸能・山鳴太鼓保存会の演奏

赤
い
羽
根
・
北
海
道
共
同
募
金
会
助
成
事
業
に

よ
る
津
別
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
車
両
寄
贈

が
あ
り
、
６
月

日
、
同
協
議
会
前
で
贈
呈
式
が

１４

行
わ
れ
ま
し
た
。

津
別
町
共
同
募
金
委
員
会
・
大
東
勲
会
長
か
ら

ニ
ッ
サ
ン
セ
レ
ナ
（
８
人
乗
り
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ワ

ゴ
ン
）
の
レ
プ
リ
カ
キ
ー
を
手
渡
さ
れ
た
社
会
福

祉
協
議
会
・

原
田
英
機
会

長
は
、「
こ
の

よ
う
な
立
派

な
車
を
い
た

だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
移

送
サ
ー
ビ
ス

な
ど
に
活
用

し
た
い
と
思

い
ま
す
」
と

お
礼
の
言
葉

を
述
べ
ま
し

た
。

北
海
道
共
同
募
金
会
助
成
事
業

社
会
福
祉
協
議
会
に
車
両
寄
贈

戦
没
者
を
慰
霊
し
、
恒
久
平
和
へ
の
誓
い
を
新
た

に
す
る
「
殉
公
者
追
悼
式
」
が
、
６
月

日
、
津
別

15

町
平
和
の
碑
広
場
で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
列
者
に
よ
る
黙
祷
、
国
歌
斉
唱
に
続
い
て
、
式

典
委
員
長
の
佐
藤
多
一
町
長
が
式
辞
を
述
べ
、「
平
和

を
希
求
す
る
思
い
は
世
界
共
通
で
す
が
、
今
も
テ
ロ

や
紛
争
が
続
い
て
い
ま
す
。
日
本
は
先
の
大
戦
か
ら

学
ん
だ
経
験
を
生
か
し
、
世
界
平
和
の
た
め
に
積
極

的
な
役
割
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
、
紛

争
解
決
を
訴
え
ま
し
た
。

来
賓
の
方
た
ち
に
よ
る
慰
霊
の
辞
の
後
、
参
列
者

全
員
が
平
和
の
碑
前
で
献
花
を
行
い
、
鎮
魂
の
祈
り

を
捧
げ
ま
し
た
。

恒
久
平
和
へ
の
誓
い
を
新
た
に

殉
公
者
追
悼
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た

ミ
ズ
ナ
ラ
倶
楽
部
に
参
加
の
畑
山
さ
ん
が

歳
に

99

町
長
や
倶
楽
部
の
仲
間
が
白
寿
の
お
祝
い

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
通
所
型
介
護
予
防
事
業

『
ミ
ズ
ナ
ラ
倶
楽
部
』
に
参
加
し
て
い
る
畑
山
ツ
ル

子
さ
ん
が

歳
の
誕
生
日
を
迎
え
、
5
月

日
、

99

30

仲
間
や
ス
タ
ッ
フ
が
白
寿
を
祝
う
会
を
開
き
ま
し

た
。週

に
一
度
、
津
別
小
学
校
の
教
室
で
行
わ
れ
て

い
る
同
倶
楽
部
で
は
、
手
工
芸
や
ゲ
ー
ム
、
軽
い

体
操
な
ど
に

よ
り
、
運
動

機
能
向
上
と

介
護
予
防
を

支
援
し
て
い

ま
す
。

お
祝
い
の

席
に
は
佐
藤

町
長
も
駆
け

つ
け
、
参
加

者
か
ら
の
心

の
こ
も
っ
た

寄
せ
書
き
を

贈
呈
し
ま
し

た
。

映
像

情
報
発
信

DE

の
ス
ス
メ

静岡県出身。東京でテレビ番組
のADを経験後、千葉県船橋市で
映像制作会社を起業。二児の父。

立立川立川 彰彰

今
の
情
報
社
会
は
、
人
類

が
西
暦
2
0
0
0
年
ま
で
数

万
年
か
け
て
蓄
積
し
た
情
報

量
を
、
1
日
で
生
み
出
す
と

言
わ
れ
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
利
用
で
世
界
は
つ
な
が

り
、
誰
で
も
情
報
発
信
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の

時
代
に
映
像
を
使
い
、
情
報

を
発
信
す
る
と
い
う
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
る
。

⃆

昨
年
6
月
1
日
に
協
力
隊

の
辞
令
を
受
け
て
か
ら
一
年
。

「
道
東
テ
レ
ビ
」
と
い
う
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
映

像
メ
デ
ィ
ア
を
立
ち
上
げ
、

約
1
4
0
本
の
動
画
を
公
開
。

再
生
回
数
は
述
べ

万
回
を

35

超
え
た
。
町
民
主
役
の
生
放

送
、
町
お
こ
し
応
援
番
組
「
つ

べ
ら
な
い
話
」
も
毎
月
一
回
、

基
本
的
に
第
一
日
曜
日

時
19

分
か
ら
配
信
し
、
い
つ
も

30

賑
や
か
に
放
送
し
て
い
る
。

町
の
広
報
番
組
「
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス
つ
べ
つ
」
の
制
作
も

開
始
し
、
町
内
の
デ
ジ
タ
ル

サ
イ
ネ
ー
ジ
（
映
像
看
板
）
で

配
信
も
行
っ
て
い
る
。
今
後

は
内
容
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、

見
て
く
れ
る
人
を
増
や
し
た

い
。
さ
ら
に
月
に
一
度
、
さ

ん
さ
ん
館
で
映
像
制
作
教
室

も
始
め
た
。
半
年
か
け
て
映

像
作
品
を
一
人
一
作
品
作
る

（
ち
な
み
に
一
回
目
の
課
題
は

大
切
な
人
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
撮
影
す
る
事
）。

二
年
目
か
ら
は
、
こ
の
モ

デ
ル
を
近
隣
市
町
村
に
も
広

め
、
面
で
の
取
り
組
み
に
し

て
い
く
予
定
だ
。
情
報
が
溢

れ
る
世
界
だ
か
ら
こ
そ
、
意

味
の
あ
る
映
像
を
こ
れ
か
ら

も
制
作
し
て
い
き
た
い
。
応

援
し
て
く
れ
る
皆
様
、
家
族

に
感
謝
し
た
い
。

さ
ん
さ
ん
館
、
津
別
病
院
、
あ
い

お
い
道
の
駅
に
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー

ジ
を
設
置
し
ま
し
た
。

町
民
や
観
光
客
向
け
に
、
暮
ら
し

の
情
報
や
企
業
情
報
、
観
光
情
報
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
津
別
町
の
情
報
を

発
信
し
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

住
民
企
画
課
企
画
グ
ル
ー
プ

緯

室
2
1
5
1

76
（
内
線
2
1
5
）

デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
を
設
置
し
ま
し
た
！

※
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
な
ど
の

電
子
的
な
表
示
機
器
を

使
っ
て
、
情
報
を
発
信
す

る
シ
ス
テ
ム
。

水
中
エ
ア
ロ
ビ
教
室
参
加
者
大
募
集
！

日

程

７
月
７
日
～
８
月
４
日

毎
週
金
曜
日
（
全
５
回
）

時

間

：

～

：

１９

３０

２０

３０

場

所

温
水
プ
ー
ル
す
い
む

参
加
料

無
料
（
各
自
保
険
加
入
）

対
象
者

町
内
の
成
人

定

員

名
３０

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

中
央
公
民
館
内

生
涯
学
習
課

緯

室
２
７
１
３

７６
▲

平
和
の
碑
の
前
で
献
花
す
る
追
悼
式
参
加
者

▲

社
会
福
祉
協
議
会
・
原
田
会
長
（
左
）
と
、

津
別
町
共
同
募
金
委
員
会
・
大
東
会
長


